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創
立
四
十
周
年
記
念
大
会
を

終
え
て

東
京
都
区
現
代
俳
句
協
会
会
長
　
山
本  
敏
倖

　

令
和
五
年
五
月
二
十
七
日
（
土
）、
ア
ー
ト
ホ

テ
ル
日
暮
里
ラ
ン
グ
ウ
ッ
ド
に
お
い
て
開
催
し
た

東
京
都
区
現
代
俳
句
協
会
創
立
四
十
周
年
俳
句

大
会
・
祝
賀
会
は
、
滞
り
な
く
盛
会
の
う
ち
に
、

無
事
終
了
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

御
来
賓
に
は
ご
講
演
を
お
願
い
し
た
現
代
俳

句
協
会
中
村
和
弘
会
長
を
は
じ
め
、
秋
尾
敏
副

会
長
、
後
藤
章
専
務
理
事
並
び
に
近
隣
地
区
協

会
の
錚
々
た
る
先
生
方
に
ご
臨
席
を
頂
き
ま
し

た
。

　

ま
た
東
京
都
区
現
代
俳
句
協
会
賞
に
は

三
十
七
篇
、
俳
句
大
会
に
は
一
二
九
六
句
の
応
募

が
あ
り
、
ど
ち
ら
も
三
十
五
周
年
の
時
よ
り
応

募
数
が
増
え
た
こ
と
は
、
偏
に
会
員
の
皆
様
の

ご
協
力
に
よ
る
も
の
と
感
謝
致
し
ま
す
。
今
回

か
ら
新
た
な
賞
と
し
て
「
全
国
俳
誌
協
会
賞
」

「
俳
句
の
ま
ち
あ
ら
か
わ
賞
」が
加
わ
り
ま
し
た
。

新
賞
設
立
に
ご
尽
力
頂
き
ま
し
た
関
係
各
位
及

び
コ
ロ
ナ
禍
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ご
応
募
く
だ

さ
っ
た
皆
様
に
は
、心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

す
べ
て
の
も
の
に
始
ま
り
と
終
わ
り
は
あ
り

ま
す
が
、
東
京
都
区
現
代
俳
句
協
会
は
現
在

四
十
周
年
の
途
上
で
す
。
こ
の
四
十
年
間
で
培
っ

た
経
験
と
実
績
を
活
か
し
、
こ
れ
か
ら
も
設
立

当
初
か
ら
提
唱
さ
れ
た
和
の
精
神
を
も
っ
て
、

個
々
の
実
作
の
研
鑽
を
積
み
な
が
ら
さ
ら
な
る

発
展
と
充
実
を
は
か
っ
て
行
き
た
い
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。

都
区
協
　
第
五
十
五
回

秋
季
吟
行
会
・

新
入
会
員
歓
迎
会
の
ご
案
内

　

今
年
度
新
入
会
員
歓
迎
会
を
兼
ね
て
の
秋
季
吟

行
会
を
左
記
の
通
り
開
催
致
し
ま
す
。
新
入
会
員

の
皆
様
全
員
の
ご
参
加
と
多
数
の
会
員
の
皆
様
の

ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　

記

日
　
　
時　
令
和
五
年
九
月
九
日（
土
）

　
　
　
　
　
午
後
一
時
よ
り

受
　
　
付　
正
午
よ
り

会
　
　
場　
台
東
区
民
会
館
８
階　
第
５
会
議
室

　
　
　
　
　

(

台
東
区
花
川
戸
二
丁
目
六
番
五
号)

　
　
　
　
　
浅
草
寺
二
天
門
近
く

　
　
　
　
　

ＴＥＬ
０
３
―３
８
４
３
―５
３
９
１

　
・
東
武
線・地
下
鉄
銀
座
線 

浅
草
駅
か
ら
徒
歩
約
五
分

　
・
都
営
浅
草
線 

浅
草
駅
か
ら
徒
歩
約
八
分

吟
行
地　
浅
草
界
隈
を
自
由
散
策
後 

句
会
場
へ

投
　
　
句　
嘱
目
２
句

投
句
締
切　
午
後
一
時

会
　
　
費　
千
円
（
当
日
）

申
込
締
切　
八
月
十
八
日（
金
）　
必
着

参
加
申
込　
〒
１
６
７
―０
０
５
２

　
　
　
　
　
杉
並
区
南
荻
窪
１
―２
９
―２
２

　
　
　
　
　
栗
原
か
つ
代（
同
封
の
ハ
ガ
キ
に
て
）

　
　
　
　
　

ＴＥＬ
０
３
―３
３
３
３
―２
３
０
６

懇
親
会　
参
加
費
五
千
円
予
定
（
当
日
）

コロナウイル
スの状況によ
り、通信句会
に変更あり。

東
京
都
区
現
代
俳
句
協
会
会
報
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創
立
40
周
年
記
念
俳
句
大
会
・
祝
賀
会

　

五
月
二
十
七
日
（
土
）

　

於  
ア
ー
ト
ホ
テ
ル
日
暮
里
ラ
ン
グ
ウ
ッ
ド

　

東
京
都
区
現
代
俳
句
協
会
の
創
立
四
十
周
年
記
念

俳
句
大
会
並
び
に
同
祝
賀
会
が
、
総
勢
86
名
の
出
席

者
を
得
て
、
開
催
さ
れ
た
。
定
刻
午
後
二
時
に
今
野

龍
二
大
会
事
務
局
長
の
司
会
に
よ
り
開
会
さ
れ
、
開

会
の
挨
拶
を
小
髙
沙
羅
大
会
副
実
行
委
員
長
、
続
い

て
東
京
都
区
現
代
俳
句
協
会
山
本
敏
倖
会
長
の
感
謝

の
挨
拶
。
ま
た
、
多
く
の
ご
来
賓
の
ご
臨
席
を
賜
り
、

一
般
社
団
法
人
現
代
俳
句
協
会
中
村
和
弘
会
長
、
同

秋
尾
敏
副
会
長
、
同
後
藤
章
専
務
理
事
、
東
京
多
摩

現
代
俳
句
協
会
戸
川
晟
副
会
長
、
神
奈
川
県
現
代
俳

句
協
会
尾
崎
竹
詩
会
長
、
千
葉
県
現
代
俳
句
協
会
並

木
邑
人
会
長
、（
株
）
東
京
四
季
出
版
西
井
洋
子
代

表
取
締
役
か
ら
は
祝
辞
を
い
た
だ
い
た
。

　

続
い
て
、特
別
功
労
者・功
労
者
の
発
表
と
表
彰
が

執
り
行
わ
れ
、
都
区
協
の
活
動
に
長
年
ご
尽

力
を
賜
っ
た
方
々
に
対
し
て
、
特
別
功
労
者

に
会
長
経
験
の
あ
る
松
澤
雅
世
氏
、
功
労
者

に
栗
原
節
子
氏
、松
井
国
央
氏
を
表
彰
、松
田

ひ
ろ
む
氏
、
佐
々
木
い
つ
き
氏
に
は
感
謝
状

を
贈
呈
し
た
。
松
井
氏
、
佐
々
木
氏
は
欠
席
。

松
澤
氏
が
代
表
し
て
挨
拶
を
さ
れ
た
。

　

休
憩
を
は
さ
み
、
中
村
和
弘
会
長
に
よ
る
『
俳
句

は
、
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
ド
ラ
マ
』
と
題
し
た
講
演

（
講
演
の
要
約
は
本
誌
10
ペ
ー
ジ
か
ら
掲
載
）が
あ
り
、

い
よ
い
よ
協
会
賞
・
俳
句
大
会
の
受
賞
さ
れ
た
方
の

発
表
・
表
彰
と
な
っ
た
。
ま
ず
は
協
会
賞
の
選
考
過

程
が
佐
怒
賀
正
美
大
会
副
実
行
委
員
長
よ
り
な
さ
れ

た
。
協
会
賞
に
輝
い
た
栗
原
か
つ
代
氏
に
は
前
回
の

受
賞
者
で
あ
る
西
本
明
未
氏
よ
り
花
束
の
贈
呈
、
栗

原
氏
の
謝
辞
。（
受
賞
者
の
作
品
は
8
ペ
ー
ジ
か
ら

掲
載
）
次
に
、
俳
句
大
会
入
賞
作
品
の
発
表
と
な
り
、

現
代
俳
句
協
会
会
長
賞
の
川
崎
果
連
氏
は
じ
め
約
50

名
が
賞
を
授
与
さ
れ
た
。（
作
品
は
3
ペ
ー
ジ
か
ら
掲

載
）。

　

終
了
後
会
場
を
移
し
、
祝
賀
会
を
開
催
。
大
会
事

務
局
次
長
長
谷
川
は
る
か
氏
が
司
会
を
担
当
。
ま
ず

開
会
の
言
葉
を
中
内
火
星
氏
が
、
続
い
て
現
代
俳
句

協
会
名
誉
会
員
の
池
田
澄
子
氏
の
ご
挨
拶
を
い
た
だ

き
、
い
よ
い
よ
青
木
栄
子
氏
に
よ
り
乾

杯
の
ご
発
声
。
ボ
ル
テ
ー
ジ
が
最
高
と

な
っ
た
。

　

な
お
、
末
筆
と
な
り
ま
し
た
が
、
秋

尾
敏
氏
、
尾
崎
竹
詩
氏
、
加
茂
一
行
氏

よ
り
御
祝
儀
を
賜
り
ま
し
た
。
こ
こ
に

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

Ａブロック『夏の吟行会』―芭蕉と波郷の深川へ―
実施日：2023年８月８日(火)　
吟　行：自由吟行(都立木場公園周辺)
交　通：東京メトロ東西線木場駅　徒歩２分
句　会：深川江戸資料館レクホール　　　　　　　
　　　　東京メトロ半蔵門線/都営大江戸線　清澄白河駅Ａ３出口から徒歩3分
受　付：13：15開始　出句：嘱目２句(13:45締め切り)
開　会：14：00　会費1,000円　講演：『現代俳句の拡がり』―佐怒賀正美副会長
●申し込み
川崎　果連　〒135-0016　江東区東陽1-30-8-404
ＴＥＬ　　090-7410-9543　　 MAIL  karen.kawasaki.2016@gmail.com
締め切り　７月30日(日)
★懇親会 17:30 花の舞 江戸東京博物館前店(実物大の土俵があるゆったり空間)
　会費4,000円
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創
立
四
十
周
年
記
念
俳
句
大
会
入
賞
作
品

現
代
俳
句
協
会
会
長
賞

父
は
ま
だ
暗
室
に
い
る
敗
戦
日

�

江
東
区　
　

川
崎　

果
連

東
京
都
区
現
代
俳
句
協
会
会
長
賞

一
席　

手
の
平
に
私
一
人
の
雪
が
降
る

�
世
田
谷
区　

関
戸　

信
治

二
席　

実
家
と
は
寝
転
ぶ
と
こ
ろ
鳥
雲
に

�

大
田
区　
　

勝
山　

京
子

三
席　

今
年
米
届
く
平
和
の
重
さ
に
て

�

豊
島
区　
　

宮　
　

沢
子

全
国
俳
誌
協
会
賞

縄
文
の
女
の
や
う
に
栗
拾
ふ

�

横
浜
市　
　

菅
沼　

葉
二

俳
句
の
ま
ち
あ
ら
か
わ
賞

身
を
退
け
ば
白
い
勤
労
感
謝
の
日

�

品
川
区　
　

見
目　

千
絵

　

秀
逸
賞
（
15
句
）

む
か
し
に
は
な
ほ
昔
あ
り
炭
を
継
ぐ�

亀
山
市�

　
　

藤
原　
　

紅

肩
書
が
な
い
か
ら
鯊
の
良
く
釣
れ
る�

世
田
谷
区　
　

関
戸　

信
治
＊

ピ
ー
マ
ン
を
切
る
貧
乏
神
の
耳
ふ
た
つ�

下
関
市�

　
　

平
川
扶
久
美

綿
虫
や
ぼ
く
ら
の
国
の
多
数
決�

江
東
区�

　
　

川
崎　

果
連
＊

沖
に
軍
艦
罪
の
ご
と
く
に
潮
干
狩�

大
田
区�

　
　

青
木　

栄
子

ア
ン
ケ
ー
ト
の
尊
厳
死
に
丸
菊
日
和�

大
田
区�

　
　

青
木　

栄
子
＊

ま
た
一
年
句
歴
が
伸
び
て
初
山
河�

板
橋
区�

　
　

小
髙　

沙
羅

月
光
を
容
れ
に
ん
げ
ん
を
容
れ
無
蓋
貨
車

�

行
方
市　
　
　

宮
路　

久
子　

三
・
一
一
帰
っ
て
こ
な
い
伝
書
鳩�

中
野
区�

　
　

高
橋　

透
水

下
町
の
昭
和
の
春
が
し
ゃ
べ
り
出
す�

江
戸
川
区　
　

石
綿　

久
子

雪
催
い
匂
い
立
つ
ま
で
刃
物
研
ぐ�

鎌
ケ
谷
市　
　

下
村　

洋
子

ど
ち
ら
か
が
先
逝
く
こ
と
の
な
き
雛�

さ
い
た
ま
市　

茅
野　

律
子

「
ま
た
腕
を
あ
げ
た
ね
」「
柚
子
を
利
か
せ
た
の
」

�

練
馬
区　
　
　

中
村　

慈
卯　

梅
開
く
大
黒
柱
の
光
る
家�

　
　
　
　

江
東
区　
　
　

栗
原　

節
子

母
の
家
な
ん
に
も
な
く
て
暖
か
し　
　
　

世
田
谷
区　
　

太
田　

里
子
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佳
作
入
賞
（
46
句
）

霧
立
ち
て
全
身
耳
に
な
り
歩
く�

足
柄
上
郡　
　

田
畑
ヒ
ロ
子　
　

柘
榴
落
つ
混
沌
を
世
に
ぶ
ち
ま
け
て�

文
京
区　
　
　

長
谷
川
は
る
か　

空
蟬
は
胎
児
の
形
水
匂
う�

大
田
区　
　
　

青
木　

栄
子　

＊

職
業
は
仙
人
と
書
く
敬
老
日�

吉
川
市　
　
　

鈴
木　

砂
紅　
　

思
っ
た
以
上
に
寒
林
だ
っ
た
新
宿�

渋
谷
区　
　
　

中
内　

火
星　
　

石
に
爪
立
て
空
蟬
の
黙
示
録�

世
田
谷
区　
　

関
戸　

信
治　

＊

短
日
を
鏡
の
中
に
し
ま
ひ
け
り�

入
間
市　
　
　

久
下　

晴
美　
　

火
の
始
末
い
ま
冬
蝶
に
な
る
と
こ
ろ�

文
京
区　
　
　

松
澤　

雅
世　
　

こ
こ
が
好
き
風
に
な
ら
ず
に
凍
て
る
蝶�
豊
島
区　
　
　

西
本　

明
未　
　

風
呂
敷
に
つ
つ
ん
で
冬
を
片
付
け
る�
世
田
谷
区　
　

関
戸　

信
治　

＊

鳥
の
声
こ
ぼ
す
紅
葉
の
無
言
館�

足
立
区　
　
　

今
野　

龍
二　
　

鳴
い
て
い
る
蝉
の
墓
標
と
な
る
一
樹�

下
松
市　
　
　

河
村　

正
浩　
　

秋
風
鈴
こ
と
ば
忘
れ
た
母
の
よ
う�

板
橋
区　
　
　

石
口　
　

榮　
　

落
し
て
も
壊
れ
ぬ
言
葉
榠
樝
の
実�

板
橋
区　
　
　

石
口　
　

榮　

＊

蓮
枯
れ
て
風
の
千
切
れ
る
音
ば
か
り�

柏
市　
　
　
　

岡
田　

春
人　
　

紅
葉
か
つ
散
る
茶
房
に
モ
カ
の
麻
袋�

板
橋
区　
　
　

白
石
み
ず
き　
　

か
な
か
な
や
今
日
も
あ
の
子
は
不
登
校�

横
浜
市　
　
　

菅
沼　

葉
二　

＊

日
だ
ま
り
の
移
ろ
い
や
す
く
一
葉
忌�

行
方
市　
　
　

佐
藤　

和
子　
　

年
下
の
老
人
と
行
く
薬
喰�

世
田
谷
区　
　

関
戸　

信
治　

＊

横
た
わ
る
ゴ
リ
ラ
の
背
中
西
日
さ
す�

練
馬
区　
　
　

桜
井
万
希
子　
　

現
代
も
い
づ
れ
は
古
代
星
飛
べ
り�

秋
田
市　
　
　

和
田　
　

仁　
　

一
匹
は
淋
し
さ
に
啼
く
蟬
し
ぐ
れ�

荒
川
区　
　
　

山
本　

敏
倖　
　

さ
え
ず
り
に
傾
い
て
ゆ
く
一
輪
車�

鎌
ケ
谷
市　
　

下
村　

洋
子　

＊

蟬
の
穴
地
球
を
少
し
換
気
す
る�

練
馬
区　
　
　

小
林　

和
子　
　

牛
乳
が
沸
騰
し
そ
う
憂
国
忌�

板
橋
区　
　
　

石
口
り
ん
ご　
　

本
籍
は
地
球
何
処
の
誰
に
も
初
日
の
出�

町
田
市　
　
　

稲
吉　
　

豊　
　

節
分
や
出
し
た
き
鬼
は
身
の
内
に�

文
京
区　
　
　

山
添　

昭
子　
　

あ
れ
ば
蹴
り
無
け
れ
ば
寂
し
夏
蒲
団�

横
浜
市　
　
　

永
井　

良
和　
　

大
寒
や
ど
の
樹
に
触
れ
て
も
反
抗
期�

足
柄
上
郡　
　

尾
崎　

竹
詩　
　

落
葉
し
て
智
恵
子
の
空
が
戻
り
け
り�

足
柄
上
郡　
　

尾
崎　

竹
詩　

＊

ニ
ッ
ポ
ン
を
正
面
に
す
る
鏡
餅�

荒
川
区　
　
　

山
本　

敏
倖　

＊

き
ゅ
う
り
も
み
透
き
と
お
り
た
き
余
生
か
な�

川
崎
市　
　
　

塩
入　

洋
子　
　

一
音
の
狂
ひ
一
蝶
凍
ら
す
る�

新
宿
区　
　
　

土
屋　

秀
夫　
　

何
色
に
塗
っ
て
も
黒
い
夏
の
雨�

新
宿
区　
　
　

土
屋　

秀
夫　

＊

不
要
で
も
不
急
で
も
な
く
寒
卵�

北
区　
　
　
　

菱
沼
多
美
子　
　

木
枯
を
ふ
う
じ
こ
め
た
る
砂
時
計�

文
京
区　
　
　

加
那
屋
こ
あ　
　

初
明
り
母
の
寝
息
を
確
か
め
る�

中
野
区　
　
　

ま
る
き
み
さ　
　

春
愁
を
芯
に
残
し
て
ア
ル
デ
ン
テ�

杉
並
区　
　
　

山
戸　

則
江　
　

黒
南
風
や
壁
に
凭
れ
し
櫂
に
傷�

松
戸
市　
　
　

富
田　

圭
香　
　

風
花
や
別
の
人
生
あ
っ
た
か
も�

三
郷
市　
　
　

加
藤　

圭
子　
　

体
ご
と
ベ
ン
チ
と
な
り
て
日
向
ぼ
こ�

栃
木
市　
　
　

白
井　

正
枝　
　

花
ひ
ひ
ら
ぎ
ひ
と
り
ひ
と
り
に
あ
る
日
暮�

川
口
市　
　
　

高
木　

宇
大　
　

文
焼
け
ば
子
猫
の
息
の
ほ
ど
に
燃
ゆ�

川
口
市　
　
　

高
木　

宇
大　

＊

母
が
食
む
一
匙
の
粥
春
の
雪�

練
馬
区　
　
　

押
見　

淑
子　
　

他
人
だ
か
ら
い
い
ポ
イ
ン
セ
チ
ア
真
赤�

大
田
区　
　
　

青
木　

栄
子　

＊

縄
跳
ん
で
大
地
と
ん
と
ん
春
起
こ
す�

世
田
谷
区　
　

鷲　

ケ
イ
ジ　
　

�

＊
印
は
重
複
受
賞
に
つ
き
賞
を
辞
退
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
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特
別
選
者
特
選
句

　
　
　

中
村　

和
弘　

選

歩
荷
速
し
雷
鳥
の
山
暮
れ
の
こ
り�

新
宿
区
　
　
　
土
屋
　
秀
夫　
　

　
　
　

秋
尾　

敏　
　

選

綿
虫
や
ぼ
く
ら
の
国
の
多
数
決�

江
東
区
　
　
　
川
崎
　
果
連　
　

　
　
　

対
馬　

康
子　

選

鎮
魂
の
海
を
見
て
き
た
海
鼠
の
目�

横
浜
市
　
　
　
麻
生
　
　
明　
　

　
　
　

筑
紫　

磐
井　

選

母
さ
ん
の
冬
薔
薇
の
よ
う
な
た
め
息�
江
戸
川
区
　
　
利
光
知
惠
子　
　

　
　
　

佐
怒
賀　

正
美　

選

沖
に
軍
艦
罪
の
ご
と
く
に
潮
干
狩�
大
田
区
　
　
　
青
木
　
栄
子　
　

　
　
　

堀
田　

季
何　

選

ピ
ー
マ
ン
を
切
る
貧
乏
神
の
耳
ふ
た
つ�

下
関
市
　
　
　
平
川
扶
久
美　
　

　
　
　

池
田　

澄
子　

選

風
ふ
っ
と
軽
く
な
り
カ
タ
ク
リ
の
花�

世
田
谷
区
　
　
絲
布
　
み
こ　
　

　
　
　

並
木　

邑
人　

選

鳥
雲
に
き
ち
っ
と
犠
打
を
決
め
て
逝
く�

板
橋
区
　
　
　
石
口
り
ん
ご　
　

　
　
　

吉
村　

春
風
子　

選

風
呂
敷
に
つ
つ
ん
で
冬
を
片
付
け
る�

世
田
谷
区
　
　
関
戸
　
信
治　
　

　
　
　

尾
崎　

竹
詩　

選

む
か
し
に
は
な
ほ
昔
あ
り
炭
を
継
ぐ�

亀
山
市
　
　
　
藤
原
　
　
紅　
　

　
　
　

山
本　

敏
倖　

選

綿
虫
や
ぼ
く
ら
の
国
の
多
数
決�

江
東
区
　
　
　
川
崎
　
果
連　
　

　
　
　

松
澤　

雅
世　

選

一
音
の
狂
ひ
一
蝶
凍
ら
す
る�

新
宿
区
　
　
　
土
屋
　
秀
夫　
　

東
京
都
区
現
代
俳
句
協
会

創
立
四
十
周
年
記
念
事
業
基
金

　
募
集
続
行
の
お
知
ら
せ
と
お
願
い

　

令
和
五
年
五
月
二
十
七
日
に
記
念
俳
句
大
会
並
び
に
祝
賀
会
を
本
誌
で

ご
報
告
い
た
し
ま
し
た
と
お
り
、
無
事
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
れ
も
、ひ
と
え
に
皆
様
方
の
事
業
基
金
寄
付
の
お
陰
に
他
な
り
ま
せ
ん
。

改
め
て
ご
支
援
ご
協
力
に
深
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
さ
て
、
皆
様
も
よ
く
ご

存
じ
の
と
お
り
、
昨
今
、
諸
物
価
の
値
上
が
り
が
続
き
、
そ
れ
が
わ
た
し

た
ち
の
事
業
に
も
大
き
く
影
響
し
、
当
初
の
予
算
を
大
幅
に
オ
ー
バ
ー
し

て
し
ま
い
ま
し
た
。
誠
に
心
苦
し
い
こ
と
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
事
業
終

了
後
も
引
き
続
き
、
皆
様
に
事
業
基
金
を
お
願
い
を
申
し
上
げ
る
次
第
で

す
。
何
卒
、
ご
理
解
の
う
え
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

一
口   

一
〇
〇
〇
円
（
何
口
で
も
結
構
で
す
）

�

記
念
大
会
実
行
委
員
長　

山
本��

敏
倖

郵
便
振
替
番
号

０
０
１
１
０
・５
・５
３
９
６
１
９

加
入
者
名　

東
京
都
区
現
代
俳
句
協
会

＊
同
封
の
振
替
用
紙
を
ご
使
用
願
い
ま
す
。

＊
ネ
ッ
ト
振
込
み
利
用
可
。

　

郵
便
振
替
払
込
受
領
証
に
て
領
収
書
に
代
え
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

基
金
担
当　
　

石
口　
　

榮
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東
京
都
区
現
代
俳
句
協
会
賞
の
選
考
委
員
会
は
、

三
月
二
十
二
日
（
水
）
文
京
区
民
セ
ン
タ
ー
で
行
わ

れ
た
。
出
席
者
は
、
選
考
委
員
と
し
て
都
区
協
側
か

ら
の
山
本
敏
倖
・
松
澤
雅
世
・
佐
怒
賀
正
美
に
加
え
、

オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
と
し
て
青
木
栄
子
、
記
録
係
と
し
て

西
本
明
未
が
同
席
し
た
。
他
に
都
区
協
か
ら
の
松
田

ひ
ろ
む
・
佐
々
木
い
つ
き
、
本
部
か
ら
の
中
村
和
弘
・

秋
尾
敏
・
対
馬
康
子
・
筑
紫
磐
井
・
池
田
澄
子
・
堀

田
季
何
の
八
名
か
ら
は
、
い
ず
れ
も
郵
送
に
よ
る
選

考
結
果
を
受
け
取
っ
た
。

　

当
日
の
選
考
会
で
は
、
ま
ず
、
全
選
考
委
員
の

選
句
結
果
の
一
位
～
五
位
に
5
点
～
1
点
を
充
て
て
、

そ
の
合
計
点
を
集
計
し
た
。
そ
の
結
果
、
詳
細
は
別

表
に
譲
る
が
、
一
位
「
座
標
」
21
点
、
二
位
「
多
様

性
」
16
点
、
同
点
で
三
位
「
幸
福
論
」「
象
嵌
」
12
点
、

同
点
で
五
位
「
架
空
の
国
で
」「
か
な
し
ま
ず
」
11
点
、

七
位「
一
言
半
句
」9
点
と
な
っ
た
。こ
れ
ら
に
加
え
て
、

選
考
委
員
が
一
位
に
推
し
た
作
に
も
触
れ
て
議
論
す

る
こ
と
に
し
た
。

　
ま
ず
、「
M
i
s
s
i
o
n
」
に
つ
い
て
は
、
作
り

す
ぎ
や
類
型
性
へ
の
指
摘
が
あ
り
、〈
か
た
つ
む
り
ひ

と
り
が
好
き
な
野
球
帽
〉〈
レ
シ
ー
ブ
の
よ
う
に
前
脚

恋
の
猫
〉
な
ど
が
評
価
さ
れ
た
。「
同
じ
道
」
に
つ
い

て
は
、
全
体
的
な
ば
ら
つ
き
が
指
摘
さ
れ
た
。〈
宇
宙

葬
の
案
内
ち
ら
し
蚯
蚓
鳴
く
〉〈
流
氷
の
青
く
膨
れ
る

匂
い
か
な
〉な
ど
が
好
評
だ
っ
た
。「
一
言
半
句
」に
つ

い
て
は
、「
作
品
の
息
が
見
え
て
い
る
」「
季
語
の
扱

い
に
も
う
一
工
夫
が
欲
し
い
」と
の
意
見
が
あ
っ
た
が
、

〈
逃
げ
水
を
追
う
晩
節
の
ふ
く
ら
脛
〉〈
桜
桃
忌
川
の

流
れ
に
陰
と
陽
〉
な
ど
が
好
評
を
得
た
。「
か
な
し
ま

ず
」
に
つ
い
て
は
、〈
延
命
地
蔵
水
か
け
ら
れ
て
寒
明

け
る
〉〈
水
仙
や
暗
渠
の
上
の
戦
災
碑
〉
な
ど
の
好
句

が
あ
る
も
の
の
、
一
方
で
具
象
性
へ
の
踏
み
込
み
の

浅
い
句
も
散
見
さ
れ
た
。「
架
空
の
国
で
」に
つ
い
て
は
、

あ
と
少
し
具
体
性
が
欲
し
い
、
滑
稽
感
が
空
回
り
し

て
い
る
も
の
が
あ
る
、
と
の
意
見
が
あ
っ
た
が
、〈
正

し
さ
が
布
団
を
か
ぶ
る
ひ
き
こ
も
り
〉〈
あ
な
た
な
ら

で
き
る
と
言
わ
れ
毛
虫
焼
く
〉
な
ど
も
得
ら
れ
た
。

　
「
象
嵌
」
に
つ
い
て
は
、「
佳
品
が
多
く
、
季
語
を

う
ま
く
働
か
せ
て
い
る
」「
同
じ
種
の
言
葉
の
連
続
が

気
に
な
っ
た
」
な
ど
の
意
見
が
あ
り
、〈
曇
天
に
ひ
か

り
の
象
嵌
鶴
来
た
る
〉〈
空
席
は
忌
引
き
の
少
年
雁
帰

る
〉
な
ど
に
共
感
が
集
ま
っ
た
。

　
「
幸
福
論
」に
つ
い
て
は
、「
全
句
、食
に
対
す
る
思

い
入
れ
の
自
己
検
証
」「
日
常
の
中
の
影
を
秘
め
た
ぐ

う
た
ら
健
や
か
幸
福
論
」
な
ど
の
感
想
が
出
た
。〈
幸

福
論
と
い
う
カ
レ
ー
の
レ
シ
ピ
〉〈
あ
ん
こ
う
を
食
べ

て
き
た
と
平
仮
名
で
言
う
〉〈
の
う
の
う
と
生
き
て
セ

ロ
リ
に
直
面
す
る
〉
な
ど
、話
題
に
事
欠
か
な
か
っ
た
。

　
「
多
様
性
」に
つ
い
て
は
、選
考
委
員
三
人
と
も「〈
は

じ
ま
り
は
「
あ
あ
上
野
駅
」
花
辛
夷
〉
は
恥
ず
か
し

い
よ
ね
」
で
一
致
。
だ
が
、〈
母
の
髪
洗
う
そ
よ
風
つ

か
む
よ
う
〉〈
朴
落
葉
船
酔
い
の
よ
う
雲
の
よ
う
〉
な

ど
の
柔
軟
な
感
覚
に
加
え
て
、〈
開
戦
日
弱
火
の
は
ず

の
鍋
焦
げ
る
〉
な
ど
の
批
評
性
が
評
価
さ
れ
た
。

　
「
座
標
」
に
つ
い
て
は
、「
破
綻
が
少
な
く
、
着
想

が
面
白
い
」「
一
句
の
中
に
見
る
転
位
の
よ
さ
が
あ
る
」

と
好
意
的
な
評
に
対
し
て
、「
ま
だ
推
敲
が
で
き
る
句

が
散
見
」
と
の
欲
張
り
意
見
も
出
た
。
三
人
の
委
員

の
共
感
句
は
意
外
に
も
分
か
れ
た
が
、〈
母
は
水
色
雲

海
を
駆
け
抜
け
る
〉〈
蜘
蛛
の
囲
の
夜
毎
繕
う
感
嘆
詞
〉

〈
み
ず
か
ら
の
結
界
じ
っ
と
鏡
餅
〉〈
屈
折
の
詩
人
の

東
京
都
区
現
代
俳
句
協
会
賞

選
考
経
過
報
告�

東
京
都
区
現
代
俳
句
協
会
副
会
長
　
佐
怒
賀 

正
美　
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吐
息
蝶
生
ま
れ
〉〈
く
ち
づ
け
の
角
度
自
在
に
蝶
の
昼
〉

な
ど
佳
作
に
は
事
欠
か
な
か
っ
た
。

　

こ
こ
ま
で
の
議
論
を
尽
く
し
て
最
後
に
再
度
総
合

点
を
確
認
し
合
っ
た
結
果
、「
座
標
」を
協
会
賞
に
、「
多

様
性
」「
幸
福
論
」「
象
嵌
」
の
三
篇
を
佳
作
に
す
る

こ
と
に
異
論
な
く
、
今
回
の
受
賞
作
が
決
定
し
た
。

　

な
お
、
応
募
総
数
は
三
十
七
篇
、
前
回
よ
り
十
篇

増
え
た
。

明治神宮
座標
くらし
モアイ
兜太の忌
架空の国で
いのちの燭
祈り
一言半句
多様性
幸福論
一月
老いの恋文
女と男と
狐
鶴
水の時間
象嵌
かなしまず
胎芽
同じ道
母送る
Mission
ひまわり

4

2

5

3

1

山
本
敏
倖

4

1

3
5

2

佐
怒
賀
正
美

5

1

4

2

3

松
澤
雅
世

2

3
4

1
5

松
田
ひ
ろ
む

2
4

3

1

5

佐
々
木
い
つ
き

2
1
4

3

5

中
村
和
弘

2

1

3

5
4

秋
尾

　敏

5

4

2

1
3

対
馬
康
子

5

3

2
4
1

筑
紫
磐
井

1

3

5

4

2

池
田
澄
子

1

5

4

3
2

堀
田
季
何

2
21
6
8
3
11
4
3
9
16
12
7
4
4
1
1
5
12
11
3
7
2
5
8

得
点
合
計

選者名

作品名

（受け付け順）
表中の数字は得点数。採点方法は1位5点、2位4点、3位3点、4位2点、5位1点とする。

Ｄブロック吟行会のご案内
虚子の吟行地でもあり、檀一雄、太宰治の遊んだ地
下記の要領で実施いたします。皆様お誘い合わせの上、ご参加下さい。
実 施 日　令和5年10月9日（月・スポーツの日）
集　　合　西武池袋線・石神井公園駅改札（バス停側）
集合時間　午前10時
句 会 場　石神井公園ふるさと文化館
出　　句　嘱目二句　投句締切12時半
句 会 費　千円
講　　話　都区協副会長　佐怒賀正美
懇 親 会　稲田屋　　会費四千円
参加申込　10月2日（月）締切
事 務 局
　櫻木美保子 〒177-0044 練馬区上石神井3-3-23　TEL&FAX:03-5991-8708
　西本　明未 〒171-0052 豊島区南長崎3-40-6　TEL&FAX:03-5996-5095
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協会賞・受賞作品

座　標　　　栗原　かつ代

母
は
水
色
雲
海
を
駆
け
抜
け
る

蜘
蛛
の
囲
の
夜
毎
繕
う
感
嘆
詞

逆
ら
わ
ず
溺
れ
ず
雨
の
あ
め
ん
ぼ
う

夜
濯
ぎ
や
息
子
ば
か
り
と
い
う
呪
縛

水
槽
の
海
月
シ
ナ
プ
ス
ほ
ど
け
ゆ
く

ひ
め
ゆ
り
や
本
を
開
い
て
目
を
閉
じ
る

盂
蘭
盆
会
よ
り
人
ま
か
せ
風
ま
か
せ

蓑
虫
の
糸
の
長
さ
に
平
和
揺
る

機
影
過
ぎ
れ
ば
ひ
ぐ
ら
し
の
大
樹
か
な

血
を
舐
め
て
微
か
に
野
生
十
三
夜

落
葉
集
め
て
人
間
に
な
る
途
中

白
鳥
の
座
標
は
つ
ね
に
無
国
籍

枯
葉
く
す
く
す
な
ん
に
で
も
な
れ
る
子
等

極
楽
鳥
花
通
過
待
ち
な
ら
海
の
駅

み
ず
か
ら
の
結
界
じ
っ
と
鏡
餅

屈
折
の
詩
人
の
吐
息
蝶
生
ま
れ

く
ち
づ
け
の
角
度
自
在
に
蝶
の
昼

蛇
穴
を
出
で
て
ど
こ
か
ら
か
音
信

麦
青
む
地
図
の
パ
ズ
ル
が
欠
け
た
ま
ま

こ
の
星
の
さ
く
ら
の
真
裏
な
る
焦
土

◆ 受賞者のことば ◆

受
賞
作
「
座
標
」　　
栗
原
か
つ
代

　
「
座
標
」
を
東
京
都
区
現
代
俳
句
協
会
四
十
周
年
記
念
俳
句
大
会

協
会
賞
に
選
ん
で
頂
き
、
身
に
余
る
光
栄
で
す
。
長
く
指
導
を
仰
い

で
い
る
松
井
国
央
先
生
を
は
じ
め
、
現
俳
・
都
区
協
の
先
生
方
に
深

く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
先
輩
方
、
句
友
の
皆
様
と
楽
し
く
切
磋

琢
磨
出
来
た
こ
と
が
受
賞
に
つ
な
が
っ
た
と
心
か
ら
感
謝
し
て
お
り

ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
許
さ
れ
る
限
り
、
作
句
し
て
句
会
や
大
会
に
参

加
し
皆
様
と
豊
か
な
時
間
を
共
有
さ
せ
て
頂
け
れ
ば
幸
い
に
存
じ
ま

す
。
有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

略
歴

大
阪
生
ま
れ
。

所
属
結
社「
山
河
」

現
代
俳
句
協
会
会

員　

東
京
都
区
現

代
俳
句
協
会
事
業

部
長
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協会賞・佳作作品

多
様
性

石
口　

り
ん
ご

春
は
曙
す
ず
め
開
き
の
か
ま
す
焼
く

は
じ
ま
り
は
「
あ
あ
上
野
駅
」
花
辛
夷

別
々
に
来
て
か
た
ま
っ
て
見
る
桜

鍵
か
け
ぬ
家
つ
ば
く
ら
め
つ
ば
く
ら
め

母
の
髪
洗
う
そ
よ
風
つ
か
む
よ
う

雪
晴
の
列
出
棺
の
ク
ラ
ク
シ
ョ
ン

滴
り
の
間
合
い
は
素
数
地
蔵
尊

ま
ず
妣
の
歳
ま
で
い
こ
う
青
葉
木
菟

陽
炎
を
来
て
わ
た
く
し
の
分
凹
む

土
星
の
環
は
父
母
の
愛
雪
解
川

船
に
汽
笛
く
ち
び
る
に
歌
鳥
渡
る

秋
刀
魚
買
う
ど
こ
か
ら
見
て
も
笠
智
衆

三
界
に
朗
報
悲
報
小
鳥
く
る

柿
す
だ
れ
小
節
ご
と
の
ア
ル
ペ
ジ
オ

一日
一
善
南
天
の
実
は
さ
わ
ら
な
い

て
に
を
は
の
こ
ん
が
ら
が
っ
て
青
蜜
柑

朴
落
葉
船
酔
い
の
よ
う
雲
の
よ
う

開
戦
日
弱
火
の
は
ず
の
鍋
焦
げ
る

道
祖
神
津
軽
の
雪
の
多
様
性

雪
蛍
母
の
手
紙
の
よ
う
に
く
る

象
　
嵌

土
屋　

秀
夫

皆
遠
き
と
こ
ろ
に
お
わ
す
栗
を
煮
る

朋
か
ら
の
朋
の
消
息
あ
け
び
の
実

魂
は
レ
モ
ン
の
重
さ
搾
り
き
る

一
家
族
百
の
遠
景
踊
の
輪

億
光
年
り
ん
ご
に
種
の
部
屋
五
つ

曇
天
に
ひ
か
り
の
象
嵌
鶴
来
た
る

咀
嚼
音
三
人
三
様
暮
早
し

捨
つ
る
も
の
ま
だ
一
つ
あ
り
寒
の
晴

空
風
私
の
黒
子
が
遅
れ
だ
す

夜
も
す
が
ら
眠
り
の
沖
に
雪
が
降
る

雪
原
は
原
寸
大
の
日
本
地
図

預
か
り
し
光
の
伝
言
冬
木
の
芽

春
の
雷
溶
接
さ
れ
る
天
と
地
と

海
へ
ゆ
く
始
め
の
一
歩
雪
解
川

空
席
は
忌
引
き
の
少
年
雁
帰
る

悲
し
み
に
名
前
が
つ
い
て
揚
雲
雀

キ
ス
釣
り
の
記
憶
の
底
を
探
る
針

半
眼
で
確
か
む
世
界
寒
卵

立
ち
漕
ぎ
で
の
ぼ
る
坂
道
花
吹
雪

一
本
は
希
望
の
よ
う
に
ね
ぎ
坊
主

幸
福
論

中
内　

火
星

ピ
カ
ソ
好
き
パ
ス
タ
を
茹
で
る
冬
の
朝

大
根
は
潔
く
半
分
で
あ
る

聖
堂
の
食
堂
が
一
番
寒
い

喫
茶
店
で
待
つ
ポ
イ
ン
セ
チ
ア
と
待
つ

が
ま
ん
で
き
る
の
も
菠
薐
草
ま
で

早
春
の
も
う
紅
茶
な
ら
い
い
だ
ろ
う

牛
乳
に
血
の
滴
り
や
し
づ
の
女
忌

ほ
ん
と
う
は
得
体
の
知
れ
ぬ
冷
奴

幸
福
論
と
い
う
カ
レ
ー
の
レ
シ
ピ

栗
羊
羹
の
中
の
空
想
が
重
い

あ
ん
こ
う
を
食
べ
て
き
た
と
平
仮
名
で
言
う

こ
れ
ほ
ど
も
煮
凝
に
な
り
た
る
家
族

の
う
の
う
と
生
き
て
セ
ロ
リ
に
直
面
す
る

白
鳥
の
い
る
居
酒
屋
グ
ー
グ
ル
マ
ッ
プ

確
実
で
な
い
の
な
ら
白
菜
に
す
る

着
ぶ
く
れ
て
い
な
が
ら
空
腹
に
つ
い
て

下
仁
田
葱
ど
ん
と
一
箱
の
匂
い

退
屈
の
極
み
に
餅
が
待
っ
て
い
る

寒
風
や
コ
ロ
ッ
ケ
に
つ
け
い
る
孤
独

複
雑
な
家
庭
で
お
で
ん
は
ソ
ー
ス
味
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こ
ん
に
ち
は
、
中
村
で
す
。
私
は
映
像
と
俳
句
を
結

び
付
け
て
考
え
る
こ
と
が
し
ば
し
ば
あ
り
ま
し
て
、
今

日
は
こ
の
よ
う
な
題
に
い
た
し
ま
し
た
。
資
料
と
し
て
、

ま
ず
加
藤
楸
邨
の
『
火
の
記
憶
』
と
い
う
句
集
。
次
に

現
在
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
禍
の
俳
句
。
そ
し
て
最
後
が『
広

島
』
と
い
う
合
同
句
集
を
ご
用
意
し
ま
し
た
。

　

現
代
俳
句
協
会
は
昭
和
二
十
二
年
、
俳
句
団
体
の
中

で
一
番
早
く
創
立
さ
れ
ま
し
た
。
昭
和
二
十
二
年
と
い

う
と
、
東
京
は
ま
だ
焦
土
の
中
。
そ
の
時
期
に
中
村
草

田
男
や
加
藤
楸
邨
、
当
時
の
有
志
が
結
集
し
て
作
っ
た

団
体
で
す
。
四
十
周
年
の
お
祝
い
に
、
や
は
り
そ
の
こ

と
を
感
謝
の
気
持
ち
を
も
っ
て
考
え
て
み
た
い
と
思
い
、

こ
の
資
料
を
用
意
し
ま
し
た
。

　
「
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
」
と
は
何
か
少
し
整
理
し
ま

す
。
ま
ず
「
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
」
と
は
、
記
録
映
画
、
記

録
文
学
。
大
岡
昇
平
の
『
俘
虜
記
』、『
レ
イ
テ
島
戦
記
』。

や
や
下
っ
た
世
代
で
は
、
開
高
健
の
『
ベ
ト
ナ
ム
戦
記
』

が
名
作
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。
も
う
少
し
敷
衍
し
て
「
ド

キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
」
と
は
、
実
際
の
記
録
に
基
づ
い
て

構
成
し
た
記
事
や
小
説
や
放
送
番
組
等
と
、
か
な
り
幅

広
く
規
定
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

正
確
に
言
い
ま
す
と
、
俳
句
は
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー

の
側
面
が
あ
る
。
側
面
で
あ
り
な
が
ら
、
大
事
な
側
面

で
は
な
い
か
と
い
う
の
が
私
の
認
識
で
す
。

　

加
藤
楸
邨
の
句
集
『
火
の
記
憶
』
は
、
昭
和
二
十
年

の
秋
か
ら
昭
和
二
十
二
年
の
五
月
二
十
四
日
ま
で
、
自

分
た
ち
も
空
襲
に
逃
げ
ま
ど
い
な
が
ら
楸
邨
が
作
っ
た

三
三
九
句
で
す
。
日
々
の
戦
争
の
緻
密
な
記
録
が
注
釈

と
し
て
付
い
て
い
る
珍
し
い
句
集
で
す
。
昭
和
二
十
年

三
月
十
日
の
東
京
大
空
襲
を
は
じ
め
、
楸
邨
は
句
だ
け

で
な
く
、
記
録
を
緻
密
に
書
い
て
い
ま
す
。

「
三
月
九
日
下
代
田
よ
り
西
小
山
に
移
転
、
午
後
十
時

半
頃
よ
り
Ｂ
二
九
数
十
機
房
総
半
島
よ
り
侵
入
、
波
状

攻
撃
、
爆
弾
焼
夷
弾
投
下
、
十
日
払
暁
三
時
半
に
及
ぶ

（
以
下
略
）」

　
火
の
色
の
風
が
う
が
う
と
木
の
芽
だ
つ

　
鍋
釜
を
胸
抱
き
に
し
て
春
塵
裡

「
四
月
十
三
日
、
午
後
十
一
時
よ
り
翌
十
四
日
午
前
三

時
に
わ
た
り
、
百
数
十
機
の
波
状
空
襲
（
以
下
略
）」

　
花
吹
雪
焔
に
墜
つ
る
一
機
見
ゆ

　
満
天
に
星
と
敵
機
や
木
の
芽
萌
ゆ

「
五
月
二
十
三
日
、
夜
大
編
隊
侵
入
（
中
略
）
帰
宅
せ

し
直
後
な
り
、
わ
が
家
罹
災
」

　
火
の
奥
に
牡
丹
崩
る
る
さ
ま
を
見
つ

「
五
月
二
十
四
日
、一
夜
病
中
の
弟
を
負
ひ
、長
女
道
子
、

三
男
明
雄
を
求
め
て
火
中
彷
徨
」

　
明
易
き
欅
に
し
る
す
生
死
か
な

　

か
の
有
名
な
句
は
こ
う
し
て
生
ま
れ
た
。
楸
邨
の
初

期
の
傑
作
と
い
っ
て
い
い
と
思
い
ま
す
。『
火
の
記
憶
』

に
は
名
句
が
た
く
さ
ん
生
ま
れ
て
お
り
、
ま
さ
に
こ
れ

ら
は
戦
中
の
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
ド
ラ
マ
と
い
っ
て
い

い
の
で
は
と
思
い
ま
す
。

　

次
に
『
広
島
』
と
い
う
合
同
句
集
で
す
。
こ
の
句
集

は
昭
和
三
十
年
八
月
六
日
に
刊
行
、
広
島
中
区
の
民
家

で
近
年
発
見
さ
れ
、
私
も
以
前
「
現
代
俳
句
」
に
「
ヒ

ロ
シ
マ
の
あ
の
日
」
と
し
て
書
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
原
爆
被
爆
時
の
惨
状
を
詠
ん
だ
、
一
五
二
一
句
が

収
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
美
樹
彦
、
兜
太
、
一
石
路
、

　
　

東
京
都
区
現
代
俳
句
協
会
創
立
四
十
周
年
記
念
俳
句
大
会　

講
演

　
　

令
和
五
年
五
月
二
十
七
日　

於
：
ア
ー
ト
ホ
テ
ル
日
暮
里
ラ
ン
グ
ウ
ッ
ド

「
俳
句
は
、
ド
キ
ュメ
ン
タ
リ
ー
ド
ラ
マ
」�

一
般
社
団
法
人
現
代
俳
句
協
会
会
長
　
「
陸
」
主
宰
　
中
村  

和
弘　
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六
林
男
、
重
信
、
赤
黄
男
、
草
田
男
、
湘
子
等
俳
人
の

句
も
多
数
出
て
お
り
ま
す
が
、
僕
が
特
に
衝
撃
を
受
け

た
の
は
、
被
爆
し
た
人
々
の
作
品
で
す
。

ひ
ろ
し
ま
や
少
女
の
骨
を
素
手
に
拾
ふ�

板
倉
孝
子

原
爆
に
焼
け
し
乳
房
を
焼
け
し
子
に�

川
上
政
子

一
口
の
ト
マ
ト
に
笑
み
少
年
早
や
死
骸�

柴
田
杜
代

熱
き
骨
を
バ
ケ
ツ
に
拾
ふ
炎
天
下�

辻
村
澄
子

み
ど
り
児
は
乳
房
を
垂
る
る
血
を
吸
へ
り�

西
本
昭
人

　

ま
さ
に
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
。
想
像
で
は
と
て
も
作

れ
ま
せ
ん
。
日
本
も
そ
う
遠
く
な
い
昔
、
昭
和
二
十
年

八
月
に
こ
う
い
う
惨
状
の
な
か
に
あ
っ
た
こ
と
を
忘
れ

て
は
い
け
な
い
。

　
最
後
に
、ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
戦
禍
の
俳
句
「
紅
色
の
陽
」

で
す
。
例
え
ば
料
理
に
し
ろ
文
学
に
し
ろ
、
日
本
で
は

一
般
に
、
ロ
シ
ア
と
ウ
ク
ラ
イ
ナ
が
ご
ち
ゃ
ご
ち
ゃ
に

な
っ
て
い
る
、
翻
っ
て
ウ
ク
ラ
イ
ナ
で
は
、
日
本
や
日

本
語
に
興
味
を
も
っ
て
い
る
人
、
憧
れ
て
い
る
人
が
大

変
多
い
そ
う
で
す
。
こ
の
ギ
ャ
ッ
プ
を
埋
め
る
た
め
に
、

「
キ
ー
ウ
俳
句
ク
ラ
ブ
」
の
人
々
が
詠
ん
だ
戦
禍
の
俳

句
を
、
日
本
に
避
難
し
て
こ
ら
れ
た
、
ご
自
身
日
本
文

化
の
研
究
者
で
あ
る
ガ
リ
ー
ナ・シ
ェ
フ
ツ
ォ
バ
さ
ん
が
、

日
本
語
に
翻
訳
、
発
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

現
在
戦
禍
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
で
ど
の
よ
う
な
句
が
作
ら

れ
て
い
る
か
、
す
べ
て
は
紹
介
で
き
ま
せ
ん
が
、
ア
ナ

ス
タ
シ
ア
・
ク
ブ
コ
さ
ん
の
作
品
を
紹
介
し
ま
す
。

　
　
天
に
撃
ち

　
　
花
火
の
破
片

　
　
降
り
掛
か
る

　
　
空
き
幼
稚
園

　
　
他
郷
に
あ
る

　
　
虹
の
果
て

　
　
ロ
シ
ア
語
の
「
武
士
道
」

　
　
頁
の
間
に

　
　
枯
れ
た
ゴ
キ
ブ
リ

　　
　
４
週
間

　
　
死
者
の
手
の
ひ
ら

　
　
天
に
開
く

　

キ
ー
ウ
近
郊
の
ブ
チ
ャ
で
数
千
人
と
言
わ
れ
る
大
虐

殺
が
行
わ
れ
た
。
路
上
の
死
者
が
、
収
容
さ
れ
な
い
ま

ま
に
四
週
間
た
っ
て
い
る
。
そ
の
手
の
ひ
ら
が
開
い
て

い
る
と
い
う
光
景
で
す
。

　

実
は
四
十
周
年
の
お
祝
い
に
、
こ
ん
な
に
戦
争
の
俳

句
の
話
を
す
る
つ
も
り
で
は
当
初
な
か
っ
た
ん
で
す
け

れ
ど
も
。
私
が
言
い
た
い
の
は
、
今
わ
れ
わ
れ
が
生
き

て
い
る
こ
と
、ど
ん
な
さ
さ
や
か
で
も
、そ
の
人
に
と
っ

て
は
日
常
も
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
。
そ
れ
を
念
頭
に
俳

句
を
作
る
。
今
日
は
わ
か
り
や
す
い
題
材
と
し
て
戦
争

を
テ
ー
マ
に
し
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
我
々
は
生
き
て
い

る
な
か
で
、
自
分
の
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
を
拾
い
上
げ
て
い

く
。
そ
れ
が
大
事
で
は
な
い
か
な
と
思
い
ま
す
。

記
録　
山
戸
則
江
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桜
の
美
し
い
季
節
、コ
ロ
ナ
感
染
者
も
減
り
晴
れ
や

か
に
句
会
を
開
催
す
る
事
が
出
来
ま
し
た
。二
十
五
名

の
方
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

《
結
果
発
表
》

１
あ
と
戻
り
出
来
ぬ
つ
り
橋
柳
絮
と
ぶ�
相
沢　

幹
代

２
踏
青
や
戦
車
の
轍
乾
か
ず
に�
磯
部　

薫
子

３
龍
一
の
反
戦
の
橋
散
る
桜�

宮
川　
　

夏

４
青
き
踏
む
地
球
の
呼
吸
感
じ
つ
つ�

高
橋　

透
水

５
橋
渡
る
勇
気
が
な
く
て
諸
葛
菜�

今
野　

龍
二

６
朧
夜
や
数
多
の
橋
を
渡
り
来
し�

廣
田　

輝
子�

（
以
下
順
不
同
）

さ
く
ら
さ
く
ら
橋
く
ぐ
る
た
び
若
返
る�

石
口　
　

榮

青
き
踏
む
磨
け
ば
光
る
靴
履
い
て�

小
髙　

沙
羅

橋
渡
り
戻
れ
な
く
な
る
蜃
気
楼�

長
谷
川
は
る
か

ゆ
る
や
か
に
橋
脚
を
除
け
花
筏�

江
原　

玲
子

新
し
き
靴
の
一
歩
や
青
き
踏
む�

上
野　

英
一

た
ぷ
た
ぷ
と
芥
ひ
き
ず
る
橋
朧�

白
石　

正
人

花
の
雲
吾
妻
橋
か
ら
女
車
夫�

蓮
尾　

碩
才

青
き
踏
む
富
田
木
歩
の
膝
頭�

青
木　

栄
子

二
輪
草
群
れ
て
清
明
丸
木
橋�

見
目　

千
絵

よ
ど
み
た
る
花
の
浮
橋
死
へ
の
距
離�

山
口　

紀
子

天
と
地
の
ふ
と
こ
ろ
深
く
青
き
踏
む�

川
崎　

果
連

青
き
踏
む
術
後
の
日
か
ず
百
い
ま
だ�

鈴
木　

光
子

踏
青
や
は
る
か
な
る
日
の
シ
ル
ク
・ロ
ー
ド

�

北
村
眞
貴
子

試
歩
か
さ
ね
二
世
信
者
や
青
き
踏
む�

ダ
イ
ゴ
哲
哉

い
や
い
や
の
晩
年
一
歩
青
き
踏
む�

松
田
ひ
ろ
む

子
の
数
のカギ
か
っ
こ
消
え
に
ま
か
せ
て
青
き
踏
む�

松
澤　

雅
世

特
別
の
「　

」
付
け
青
き
踏
む�

山
本　

敏
倖

青
き
踏
む
黙
る
こ
と
あ
り
摘
む
こ
と
も�

大
橋　

愛
子

青
き
踏
む
男
女
わ
か
ら
ぬ
児
ら
の
声�

安
藤　

草
太

（
宮
川�

夏
記
）

編
集
後
記

▼
大
会
で
入
賞
さ

れ
た
方
が
授
与
さ

れ
て
い
た
「
物
」

っ
て
何
だ
っ
た
の

か
気
に
な
る
と
い

う
声
が
あ
り
ま
し

た
の
で
、
川
崎
果

連
さ
ん
に
特
別
に

見
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。�（
火
星
）

第
三
十
二
回
高
田
馬
場
「
春
」
句
会
報

　
令
和
五
年
四
月
四
日
（
火
）

　
兼
題
「
踏
青
・
青
き
踏
む
」・
席
題
「
橋
」

広
報
部
・
編
集
室
　

　
〒
150–

0013�

渋
谷
区
恵
比
寿

　
　

二
︱
三
三
︱
五
︱
二
〇
二　

中
内
火
星
方

TEL

・FAX　

〇
三
︱
三
四
四
〇
︱
四
四
七
九

Ｅ
メ
ー
ル　

ham
@
m
x3.ttcn.ne.jp

ス
ク
ラ
ン
ブ
ル
通
信
句
会

三
句
投
句
・
一
〇
〇
〇
円

八
月
二
十
日
締
切

榎
並
恵
那

TEL/FAX

：03-6324-2023

メ
ー
ル
：

enasan_1948.2.19@
kbh.biglobe.ne.jp

日
　
　
時　

�

令
和
五
年
十
月
三
日（
火
）

　
　
　
　
　
午
後
十
二
時
半
受
付
開
始

会
　
　
費　

千
円

場
　
　
所　

JR
高
田
馬
場
駅
前
Ｆ
Ｉ
ビ
ル
８
階

兼
　
　
題
　「
鶺
鴒
・
石
叩
き
」

　
　
　
　
　
　

席
題
は
当
日
掲
示

句
会
内
容　

二
句
投
句
・互
選
六
句
内
一
句
特
選

参
加
申
込
　
宮
川�

夏
（
定
員
二
十
八
名
）

　
　
　
　
　

℡
０
８
０
-３
４
５
２
-２
５
７
７

　
　
　
　
　

Fax
０
３
-３
３
３
９
-９
８
４
１

（
ご
自
分
の
氏
名
を
お
書
き
添
え
く
だ
さ
い
）

高
田
馬
場
「
秋
」
句
会
の
ご
案
内


